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明
代
の
京
・
通
倉

田

口

宏

日
庁

内
ロ
H
F

lま

じ

め

永
楽
一
九
年
（
一
四
二
一
）
、
成
祖
永
楽
帝
は
、
燕
山
南
麓
の
地
・
北
平
を
明
王
朝
の
国
都
に
集
定
す
る
。
前
代
の
大
元
ウ
ル
ス
の
そ

れ
と
比
し
て
城
郭
プ
ラ
ン
の
規
模
を
大
き
く
縮
小
さ
せ
る
一
方
で
、
総
数
回
O
万
以
上
と
も
称
さ
れ
る
軍
士
た
ち
が
こ
の
新
首
都
H
H
北

（

1）
 

京
に
配
置
さ
れ
、
臨
戦
態
勢
を
常
時
営
む
こ
と
に
な
っ
た
。
漠
北
に
て
な
お
強
大
な
勢
威
を
誇
る
モ
ン
ゴ
ル
騎
馬
軍
団
の
存
在
が
、
こ

（

2
）

（

3）
 

の
レ
ベ
ル
の
巨
大
な
要
塞
都
市
首
g
E
D盟
百
円
さ
の
形
成
を
促
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

か
く
て
人
為
的
か
つ
急
激
に
膨
張
し
た
消
費
需
要
を
保
証
す
る
た
め
建
設
さ
れ
た
の
が
、
北
京
及
び
東
方
二
十
数
回
の
通
州
城
内
に

各
々
散
在
す
る
、
「
京
倉
」
「
通
州
倉
」
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
食
糧
倉
庫
群
で
あ
っ
た
。
双
方
併
せ
「
京
・
通
倉
」
、
或
い
は
略
し
て
「
京

倉
」
「
太
倉
」
と
の
み
A
口
称
す
る
場
合
も
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク
源
を
構
成
す
る
の
は
、
戸
部
が
得
た
土
地
税
収
入
の
内
、
南
方
よ
り
大
運
河

（

4
）
 

を
経
由
し
て
首
都
に
搬
入
さ
れ
た
現
物
米
（
漕
糧
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
年
額
三

O
万
ト
ン
前
後
に
も
上
る
糧
米
の
輸
送

l
荷
却
し
｜
保
管

（

5
）
 

と
い
っ
た
一
連
の
業
務
全
体
（
漕
政
）
は
、
軍
事
・
財
政
等
に
わ
た
る
複
数
の
官
署
聞
の
連
携
を
通
じ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
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国
都
へ
の
食
糧
供
給
と
い
う
問
題
は
、

そ
れ
自
体
、
例
え
ば
首
都
空
間
に
お
け
る
秩
序
維
持
・
自
生
的
市
場
に
対
す
る
行
政
の
介
入
・

都
市
人
口
規
模
と
圏
内
市
場
へ
の
影
響
、
等
々
の
論
点
に
ま
た
が
る
極
め
て
重
要
な
テ
i
マ
で
あ
り
、
西
欧
国
家
形
成
史
等
の
分
野
に

（

6｝
 

お
い
て
も
数
多
く
の
古
典
的
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
小
稿
の
意
図
は
、
こ
れ
ら
の
比
較
史
研
究
に
対
し
一
定
の
参
照
枠

－
賦
役
制
度
史
研
究
が
看
過
、
も
し
く
は
二
義
的

（

7）
 

な
扱
い
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
、
漕
糧
の
備
蓄
・
分
配
の
問
題
を
め
ぐ
り
簡
単
に
検
討
を
加
え
て
み
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
同
時
に
、

組
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
従
来
の
明
代
輸
送
（
漕
運
）

王
朝
の
財
政
行
為
を
通
じ
各
地
よ
り
収
取
・
移
転
さ
れ
た
財
貨
が
如
何
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
誰
に
・
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
分
配
さ

れ
た
か
、

と
い
っ
た
微
細
な
問
題
群
を
照
射
す
る
こ
と
で
、
輸
送
・
兵
姑
に
関
わ
る
政
策
／
制
度
史
の
枠
を
越
え
、
国
家
財
政
が
日
常

的
に
果
た
す
、
実
体
的
な
い
し
は
経
済
的
な
は
た
ら
き
・
機
能
｜
｜
特
に
給
与
支
払
い
を
通
じ
た
一
種
の
「
再
分
配
」
の
あ
り
方
｜
｜

の
如
何
を
、

一
定
の
具
体
的
な
像
と
共
に
把
握
す
る
足
が
か
り
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
以
下
小
稿
で
は
、
前
代
に
比
し
て
政
書
等
の
編
纂
史
料
が
比
較
的
豊
富
に
残
存
す
る
明
代
の
京
・
通
倉
に
つ
き
、
①
備
蓄
施

設
の
構
成
、
②
倉
ス
ト
ッ
ク
の
分
配
対
象
・
配
給
ル
l
テ
ィ
ー
ン
の
形
態
、
③
備
蓄
残
高
の
変
遷
、
と
い
っ
た
問
題
に
関
し
て
、
ご
く

初
歩
的
な
分
析
作
業
に
着
手
し
た
い
。京

倉
と
通
州
倉

本
論
に
先
立
ち
、
両
倉
の
構
成
要
素
・
設
置
沿
革
を
簡
単
に
整
理
し
て
み
よ
う
（
表
1
）
。
「
京
倉
」
「
通
州
倉
」
と
は
複
数
の
備
蓄
施

設
の
集
合
名
称
で
あ
り
、
大
枠
以
下
の
層
次
に
分
け
得
る
。
（
一
）
表
中
に
列
挙
し
た
「
旧
太
倉
」
「
大
運
西
倉
」
等
の
施
設
群
。

一六

世
紀
に
編
ま
れ
た
北
京
地
名
集
・
張
爵
『
京
師
五
城
坊
巷
傭
衡
集
』
に
は
、
当
該
倉
庫
群
の
名
称
が
城
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
（
坊
）
名
の
下
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（表 1）京・通倉設置沿革・規模

旧廠＊ 1 見廠＊ 2 

倉名 設置年代 廠数 規模本 3 廠数 規模

旧太倉 永楽70409) 306座 1530間 203座 1215間

南新倉 河上 249 1243 18 898 

済陽倉 河上 47 235 34 160 
大興左衛倉 河上 29 145 25 133 

北新倉 永楽年間0403-24) 140 700 95 483 

示
大軍倉 同上 122 610 77 390 

西新倉 向上 100 500 83 415 
倉 海運倉 宣徳年間0426-35) 178 890 120 600 

新太倉 向上 181 905 149 745 

太平倉 弘治年間0488-1505) 48 240 44 220 

禄米倉 嘉靖410562) 74 370 49 245 

小計 1474座 7370間 1059座 5504間
(28%減） (25%減）

大運西倉 永楽70409) 393座 2018間 394座 1971問

大運中倉 永楽160418) 154 723 140 703 

大運東倉 永楽年間（隆慶3年中 41 205 

通居ナlト入I 倉に併合）

大運南倉 天順年間045764) 123 615 80 400 

小計
702座 3561潤 614座 3074間

(12. 5%減） (14%減）

ず生 言十
2176座 10931間 1673座 8578間

(23. 1 %減） (21. 5%減）

『通糧庁志』巻2典拠：万暦『大明会典』巻187・工部・倉庫（通州倉の旧廠に関する情報は、

所蔵の嘉靖28年 (1549）の数値に従う）

キ I. 「旧廠」の数値がいつの年代に属するのか確定できないものの、禄米倉・大運東倉の名が

記載されていることから、嘉靖41～隆慶3年 (1569）の聞の情報であることが推定でき

る。

* 2. 「見廠」は万暦 (1573-1619）初年の数値。

* 3. 「旧廠」の規模（間）は一座あたり五間として算出した。

に
記
載
さ
れ
て

お
り
、

地
理
的

に
は
こ
の
レ
ベ

ル
で
一
つ
の
単

位
を
構
成
し
て

い
た
と
思
わ
れ

る
（
地
図
1
）。

（
二
）
こ
れ
ら

は
更
に

「

0
0

衛
倉
」
と
称
さ

れ
る
倉
庫
群
に

細
分
さ
れ
る
。

概
ね
北
京
所
在

の
各
兵
制
単
位

（
衛
所
）

σ3 
名

称
が
冠
さ
れ
て

は
い
る
が
（
「
錦
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衣
衛
倉
」
な
ど
て
必
ず
し
も
各
衛
所
名
に
対
応
す
る
衛
倉
か
ら
個
別
に
糧
米
が
配
給
さ
れ
る
（
錦
衣
衛
倉
↓
錦
衣
衛
軍
士
の
知
き
）
の

で
は
な
く
、
京
・
通
倉
全
体
が
一
ま
と
ま
り
の
配
給
元
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
三
）
こ
の
衛
倉
は
更
に
通
常
二

O
座

m唱
卵
回

前
後
の
「
巌
」
と
呼
ば
れ
る
建
造
物
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
一
つ
の
廠
は
三
か
ら
七
つ
ほ
ど
の
「
間
」
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
搬

（

8）
 

入
さ
れ
た
糧
米
が
各
々
年
度
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
収
貯
さ
れ
て
い
た
（
参
考
1
・
2
）。

一
方
、
倉
庫
群
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
京
倉
の
場
合
、
大
部
分
が
内
城
の
東
半
分
に
分
布
し
て
い
た
（
地
図
1
）
。
北
運
さ
れ
て
き
た

漕
糧
を
城
内
に
搬
入
す
る
際
、
大
通
橋
（
通
州
と
北
京
を
結
ぶ
通
恵
河
沿
い
の
船
着
き
）
か
ら
輸
送
業
者
（
車
戸
）
に
委
託
し
て
倉
廠

（

9）
 

へ
の
積
み
却
し
が
な
き
れ
る
。
こ
の
大
通
橋
は
内
城
巣
文
門
の
南
東
一
回
、
概
ね
現
在
の
崇
文
区
東
便
門
辺
り
に
位
置
す
る
が
、
搬
入

地
点
か
ら
倉
巌
へ
の
輸
送
距
離
か
ら
す
れ
ば
、
東
部
分
に
立
地
す
る
方
が
移
入
に
便
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
京
師
の
西
部
分
の
倉

廠
に
搬
入
す
る
場
合
、
輸
送
業
者
に
対
し
て
支
払
う
手
当
て
（
車
脚
）
は
、
糧
米
一
石
あ
た
り
銀
五
費
分
だ
け
割
高
に
な
る
（
万
暦
『
大

明
会
典
』
巻
一
二
・
戸
部
・
倉
康
・
京
倉
）
わ
け
で
あ
り
、
東
部
分
に
倉
庫
群
が
林
立
す
る
理
由
も
こ
こ
に
求
め
得
ょ
う
。

続
い
て
通
州
倉
の
配
置
に
関
し
て
。
城
郭
の
構
造
と
し
て
は
、

旧
・
新
城
の
両
者
が
、
前
者
の
南
西
角
と
後
者
の
北
東
角
が
重
な
り

合
う
形
で
造
営
さ
れ
て
い
る
。
旧
城
は
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）
に
修
復
さ
れ
、
城
内
に
大
運
倉
・
東
倉
が
永
楽
年
間
に
お
い
て
設
置

旧
城
外
の
南
西
部
に
当
た
る
市
街
地
（
「
西
関
廟
」
）
に
位
置
す
る
大
運
西
・
南
倉
を
防
護
す
る
た
め
、

（叩）

紀
に
は
新
た
に
こ
れ
ら
二
倉
を
囲
う
形
で
城
壁
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
通
州
新
城
で
あ
る
（
地
図
2
）
。
糧
米
備
蓄
基
地
と
し
て
の
通

さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

一
五
世

州
の
性
格
が
、
極
め
て
特
徴
的
に
そ
の
形
成
過
程
の
裡
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
北
京
｜
通
州
の
両
地
点
に
尼
大
な
官
有
物
資
を
分
散
さ
せ
る
と
い
う
、

一
見
不
合
理
な
1
1
し
ば
し
ば
同
時
代
人
か
ら

も
指
摘
さ
れ
る
如
く
｜
｜
備
蓄
体
制
を
採
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
通
州
倉
ス
ト
ッ
ク
の
存
在
自
体
は
、
戦
略
上
さ
ほ
ど
リ
ス
ク
分
散



の
意
義
は
認
め
ら
れ
ず
、
北
方
の
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
の
脅
威
を
考
慮
す
れ
ば
、
む
し
ろ
糧
椋
の
奪
取
・
焼
棄
と
い
う
危
険
性
に
絶
え
ず
晒

（日）

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
来
、
永
楽
初
年
以
降
、
江
南

l
北
京
聞
の
大
運
河
に
て
最
も
整
備
が
遅
れ
た
の
は
、
通
州
と
北
京
と
を
結

ぷ
通
恵
河
ル

l
ト
で
あ
っ
た
。
元
代
至
元
三

O
年
（
一
二
九
三
）
、
郭
守
敬
に
よ
り
新
た
に
修
復
さ
れ
た
通
恵
河
は
、
明
初
の
段
階
で
既

に
そ
の
水
運
機
能
を
喪
失
し
て
お
り
、
当
初
、
通
州
近
郊
の
張
家
湾
よ
り
陸
路
を
経
由
し
て
物
資
の
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
た
。
通
恵
河

の
機
能
が
回
復
す
る
の
は
嘉
靖
七
年
（
一
五
二
八
）

の
こ
と
で
あ
る
。
通
州
！
北
京
聞
の
水
上
輸
送
ル

l
ト
が
復
旧
す
る
ま
で
は
、
通

（ロ）

州
倉
に
て
部
分
的
に
ス
ト
ッ
ク
の
収
放
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
両
地
点
聞
の
輸
送
コ
ス
ト
を
糧
米
受
給
者
層
に
転
嫁
し
て
い
た
。
要
は
、

明代の京・通倉

通
恵
河
の
機
能
不
全
が
京
師
東
郊
の
中
継
倉
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
り
、
通
州
の
設
置
理
由
は
、
純
粋
に
配
給
・
輸
送
技
術
上
の
問
題

（
補
注
）

に
帰
着
す
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
雑
然
た
る
形
な
が
ら
、

明
代
京
・
通
倉
の
存
在
形
態
に
関
し
て
、
設
置
の
沿
革
・
推
移
・
備
蓄
施
設
の
配
置
等
の
側
面
に
わ

た
り
素
描
を
試
み
た
。
本
節
で
は
、

い
わ
ば
特
に
ハ

l
ド
の
問
題
を
中
心
に
論
じ
た
わ
け
だ
が
、
次
節
で
は
更
に
、
分
配
機
構
と
し
て

の
当
該
倉
の
あ
り
方
を
探
っ
て
み
た
い
。

糧
米
支
給
対
象
・
支
払
い
方
式

京
・
通
倉
米
の
支
出
項
目
に
つ
い
て
は
一
六
世
紀
以
降
の
状
況
を
記
す
断
片
的
な
数
量
デ
l
タ
が
若
干
残
っ
て
お
り
、
暫
時
こ
れ
ら

を
基
に
、
糧
米
の
分
配
対
象
・
項
目
間
比
率
を
復
元
し
よ
う
（
表
2
・
3
）。

表
2
の
額
数
は
全
て
月
ご
と
の
支
出
量
で
あ
る
が
、
当
時
は
給
与
を
銀
に
切
り
替
え
て
支
給
す
る
月
も
あ
っ
た
た
め
、
年
額
を
算
出

53 

す
る
際
に
は
単
純
に
十
二
を
乗
ず
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
ま
た
、
表
3
の
み
に
在
京
文
官
等
の
項
目
（
吏
部
等
街
門
官
・
吏
・
監
生
）
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（表2）嘉靖25年 (1546）京・通倉米支出月額

16万2322石

2万2768石

l万5319.8石

2万6913石
2823. 1石

5453.4石
62. 3石

3091石
2口.5石
2940石

l万0383.8石
1170. 1石

25万3528石29万6651名言十

典拠：『国朝典集』巻35・史部・官制

3
で
経
費
分
類
の
原
則
に
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
異
同
は
あ
る
が
、

「京営ママ官・軍」 16万5070名

「雑差軍匠J2万4399名

「班操官・軍J3万8298名

「将軍・勇・力・校尉J2万6465名

「監・局管匠」 7505名

「厨役」 5541名

「武生」 211名

「倉場掻・斗J3345名

「楽生J464名

「浄身男弁孤老」 9800名

「屯軍Ji万4205名

「倉償・甲斗J1348名

（表3）万暦6年 0578）京・通倉米支出年額

「吏部等衛門官・吏・監生」※一一

「光禄・太常寺・神楽観・文忠院・司苑

局・皮作局・宝紗可・京衛武学等衛門厨

役／官匠／武生／楽舞生」一

「錦衣等七十八衛所官・吏・旗校・軍士・

匠役」一一

「内府各監・局庫民匠」一一

「宛・大二県孤老J一一

「五軍・神枢・神機三大営将官井選鋒軍」

4万038539石

6万4728.58石

201万8714石

1532. 2石
1万5117.7石

12万0996石

4万3051.2石
7300.0石

「三大営出征防守官・軍」一一

「巡捕営官・軍・家丁口糧」

231万1825.3石

典拠：『万暦会計録」巻 l・歳出

※「白糧」から支出。本文参照。

が
挙
が
っ
て
い

る
の
は
、
嘉
靖

四
一
年
（
一
五

六
二
）
に
禄
米

倉
が
設
置
さ
れ

る
以
前
は
、
「
白

糧
」
（
官
俸
の
財

源
）
を
在
京
各

街
門
が
独
自
に

収
放
し
て
い
た

こ
と
に
ト
品
る
と

（日）

思
わ
れ
る
。

以
下
の
諸
点
が
窺
え
る
。
①
嘉
靖
年
聞
の
場
合
、
両
倉
よ
り
糧
米
を
受

さ
て
、
表
2
・

言十

給
す
る
人
員
数
は
三

O
万
人
近
く
に
上
り
、
毎
人
支
給
量
は
月
額
九
斗
弱
と
な
る
。
②
毎
年
の
倉
米
支
出
総
額
の
内
、
在
京
各
衛
所
の

か
し
か
ん

官
員
・
旗
校
・
軍
士
・
吏
員
等
、
軍
政
諸
街
門
人
員
へ
の
支
給
額
が
全
体
の
八
1
九
割
を
占
め
る
。
無
論
、
彼
ら
の
全
て
を
純
然
た
る

戦
闘
要
員
と
見
倣
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
敢
え
て
今
日
風
の
機
能
別
経
費
区
分
に
従
え
ば
、
軍
事
関
連
費
の
占
め
る
割
合
が
極
め
て



突
出
し
て
い
る
。

一
方
、
実
録
史
料
の
中
に
は
、
京
・
通
倉
備
蓄
が
臨
時
に
別
途
支
出
さ
れ
た
例
も
散
見
す
る
。
例
え
ば
、
北
辺
地
域
の
米
穀
需
給
が

何
ら
か
の
理
由
で
逼
迫
し
た
際
に
は
、
京
倉
か
ら
糧
米
が
緊
急
移
出
さ
れ
た
。
移
出
対
象
地
は
、

明
初
期
の
対
モ
ン
ゴ
ル
戦
前
線
基
地

の
開
平
衛
、
「
京
師
の
藩
昇
」
た
る
宣
府
・
大
同
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
支
出
規
模
は
、
概
ね
数
万
I
三
O
万
石
程
度
で
、
明

（

M）
 

一
代
を
通
じ
て
単
年
度
あ
た
り
に
均
し
た
場
合
、
そ
の
値
は
極
め
て
小
さ
な
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
察
組
に
用
い
ら
れ
る
「
黄
蝋
」
採

（日）

買
の
原
資
（
本
来
は
内
府
供
用
庫
の
支
出
項
目
）
と
し
て
倉
米
が
流
用
さ
れ
た
例
も
あ
る
が
、
嘉
靖
初
年
以
前
に
は
か
か
る
形
で
現
物

米
ス
ト
ッ
ク
が
転
用
さ
れ
る
例
は
稀
で
あ
る
。

明代の京・通倉

更
に
、
京
・
通
倉
米
が
叙
上
の
項
目
以
外
の
用
途
に
投
下
さ
れ
た
例
と
し
て
、
京
師
・
近
辺
在
住
の
人
々
を
対
象
と
し
た
平
鰹
（
廉

価
売
り
出
し
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
際
政
策
的
に
設
定
さ
れ
た
代
価
（
概
ね
銀
建
て
、
毎
石
五
1
六
銭
程
度
）
が
戸
部
太

倉
庫
へ
納
め
ら
れ
た
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
厳
密
な
意
味
で
の
財
政
支
出
と
は
言
い
難
く
、
ま
た
こ
の
政
策
自
体
は
明
一
代
を
通
じ
制

度
的
な
定
着
を
見
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
段
に
て
改
め
て
触
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
現
物
米
は
一
体
ど
の
よ
う
な
形
で
各
支
給
対
象
へ
と
分
配
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
倉
米
支
出
の

大
宗
を
占
め
る
在
京
衛
所
軍
士
の
給
与
（
月
糧
）
を
例
に
挙
げ
つ
つ
、
両
倉
か
ら
糧
米
が
人
件
費
と
し
て
実
際
に
支
出
さ
れ
る
際
の
日

常
的
な
ル
l
テ
ィ
ー
ン
を
、
簡
単
に
復
元
し
て
み
よ
う
。
各
種
編
纂
史
料
中
の
記
事
を
基
に
、
若
干
の
時
系
列
的
推
移
を
捨
象
し
て
こ

（
日
山
）

の
プ
ロ
セ
ス
を
整
理
し
た
の
が
別
掲
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
あ
る
。
大
枠
の
手
続
き
は
下
記
の
通
り
。
①
毎
月
、
ま
ず
戸
部
よ
り
「
査

糧
文
冊
」
と
称
さ
れ
る
リ
ス
ト
が
各
在
京
衛
所
に
送
付
さ
れ
る
。
こ
の
簿
冊
に
は
糧
米
支
給
数
量
・
支
給
対
象
者
に
関
す
る
情
報
が
四

55 

柱
式
（
旧
管
［
繰
り
越
し
］
・
新
収
［
増
加
分
］
・
開
除
［
減
少
分
］
・
実
在
［
前
三
者
を
相
殺
し
た
現
存
分
］
）

の
形
で
記
載
さ
れ
て
い
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（図）在京衛所軍士月糧支給過程（万暦期）

（ロ）る
。
②
記
載
内
容
に
関
し
各
衛
で
点
検
を
受
け
た
後
、
再
ぴ
簿
冊
が
戸
部
へ
上
呈
（
造
報
）
。

③
簿
冊
は
戸
部
の
付
属
機
関
、
十
三
清
吏
司
へ
転
送
さ
れ
、
④
更
に
下
糧
庁
へ
送
付
さ
れ
る
。

こ
こ
で
再
度
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
も
し
記
載
に
異
同
・
遺
漏
な
け
れ
ば
、
⑤
放
出
す
べ
き
備

蓄
部
分
を
指
定
・
搬
出
（
坐
接
）
、
文
冊
に
各
種
文
書
を
添
付
し
て
戸
部
照
磨
所
へ
送
付
、
こ

こ
で
再
び
点
検
を
経
る
と
同
時
に
、
⑥
下
糧
庁
よ
り
勘
合
を
発
給
、
戸
部
司
務
庁
を
通
じ
て

（日）

各
衛
所
に
分
配
。
⑦
同
時
に
一
方
の
勘
合
は
京
・
通
倉
（
京
糧
庁
・
通
糧
庁
）
へ
転
送
、
⑧

各
倉
門
に
は
く
じ
（
圏
）
が
設
置
さ
れ
、
各
衛
所
よ
り
派
遣
さ
れ
た
下
士
宮
（
委
官
）
た
ち

に
抽
か
せ
受
領
を
行
う
日
時
が
決
定
さ
れ
る
。
⑨
委
官
の
通
知
を
受
け
た
軍
士
た
ち
は
各
自

倉
に
赴
き
、
各
衛
所
委
官
の
引
率
・
監
督
の
下
、
月
糧
を
受
領
す
る
。
こ
の
際
、
「
斗
級
」
と

（叩）

呼
ば
れ
る
館
山
ん
が
計
量
・
配
給
等
の
実
務
を
担
当
。
⑮
支
給
作
業
が
完
了
す
れ
ば
、
勘
合
の

（初）

角
を
切
り
取
り
（
再
使
用
を
防
止
）
、
下
糧
庁
へ
返
送
す
る
。

さ
て
、
以
上
は
飽
く
ま
で
も
、
政
書
類
の
諸
規
定
中
に
見
ら
れ
る
断
片
的
な
記
述
を
つ
な

の
過
程
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
ま
ず
明
ら
か
な
の
は
、
在
京
衛
所
所
属
の
軍
事
要
員
た
ち
に
対
す
る
給
与
の
配
給

ぎ
合
わ
せ
た
だ
け
の
分
析
に
過
ぎ
ず
、
今
ひ
と
つ
不
明
確
な
部
分
一
も
残
す
が
、
こ
れ
ら
一
連

業
務
は
、
戸
部
を
中
心
と
す
る
衝
門
聞
の
頻
繁
な
文
書
の
や
り
と
り
を
通
じ
運
営
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、

支
給
対
象
・
数
量
、
或
い
は
配
給
地
点
・
日
時
等
の
項
目
を
め
ぐ
り
煩
噴
と
も
思
わ
れ
る
照
合
・
検
査
作
業
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

一
方
で
、
嘉
靖
年
間
段
階
で
総
数
十
数
万
人
（
表
4
）
に
も
上
る
人
員
た
ち
自
ら
が
、
毎
月
備
蓄
倉
に
赴
い
て
糧
米
を
受
領
す
る
と
い



ぅ
、
あ
る
意
味
原
始
的
な
給
与
支
給
ス
タ
イ
ル
を
伴
っ
て
い
た
点
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
備
蓄
施
設
と
し
て
の
京
・
通
倉

そ
の
も
の
が
、
文
字
通
り
巨
大
な
再
分
配
の
。
場
。
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。み

無
論
、
こ
の
種
の
重
層
的
・
日
常
的
な
査
察
業
務
や
、
「
同
厳
軍
士
同
日
に
斉
な
来
る
を
許
さ
ず
」
等
の
規
定
（
注
目
史
料
C
）
に
見

え
る
、
配
給
作
業
を
極
力
分
散
さ
せ
る
方
策
自
体
は
、
「
冒
支
」
「
侵
欺
」
と
い
っ
た
不
正
受
領
・
中
間
搾
取
を
防
止
す
る
意
味
合
い
が

（幻）

強
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
恐
ら
く
他
の
財
政
出
納
業
務
で
も
広
範
に
認
め
得
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
委
官
」
等
が
軍
士
の
不
在
に
乗
じ

着
服
を
行
う
等
の
事
例
（
注
目
史
料

a
）
は
明
一
代
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
以
上
の
諸
規
定
が
各
種
の
不
正
行
為
を
ど
れ

だ
け
有
効
に
抑
制
し
得
た
か
、
こ
れ
ら
の
材
料
か
ら
の
み
で
は
判
断
し
難
い
。
た
だ
少
な
く
と
も
、
以
上
の
過
程
よ
り
窺
え
る
京
・
通

明代の京・通倉

倉
米
分
配
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
極
め
て
尼
大
な
数
に
上
る
受
領
者
層
｜
｜
こ
こ
で
は
「
文
冊
」
に
登
記
さ
れ
た
軍
事
機
関
成
員
｜
｜

を
特
定
・
再
確
認
し
、
規
定
外
の
受
領
を
極
力
排
除
す
る
作
業
に
、
多
大
な
労
力
が
割
か
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
点
を

前
述
の
倉
米
支
出
全
体
に
占
め
る
官
・
軍
需
の
圧
倒
的
多
さ
と
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
当
時
の
両
倉
の
存
在
自
体
、
民
間
的
物
流
・
消

費
市
場
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
意
味
で
、
政
策
理
念
上
す
ぐ
れ
て
対
象
限
定
的
な
配
給
機
能
し
か
本
来
付
与
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
節
を
改
め
、
当
該
問
題
に
接
近
す
る
た
め
に
、
備
蓄
の
形
成
、
及
び
先
に
若
干
触
れ
た

両
倉
か
ら
の
「
平
耀
」
、

即
ち
民
間
消
費
需
要
を
対
象
と
し
た
倉
米
放
出
政
策
に
つ
き
分
析
を
進
め
た
い
。

四

京
・
通
倉
備
蓄
と
救
荒
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本
来
、
首
都
在
住
の
軍
事
要
員
に
対
す
る
人
件
費
支
出
が
、
土
地
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
実
物
を
そ
の
財
源
と
す
る
以
上
、
そ
し
て

（幻）

充
分
か
つ
安
定
し
た
穀
物
供
給
源
が
首
都
ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ド
に
存
在
し
な
い
以
上
、
不
時
の
支
出
増
・
収
入
減
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め



c

a

A

U

 

糧
米
量
（
万
石
）

と
し
て
論
議
の
対
象
と
な
り
続
け
る
。
こ
こ
で
の
議
論
の
基
調
は
概
ね
、
「
九
年
之
蓄
」
｜
｜
九
年
分
の
支
出
に
相
当
す
る
備
蓄
を
確
保

（お）

し
不
測
の
事
態
に
備
え
る
ー
ー
と
い
う
語
を
以
て
表
現
さ
れ
る
、
伝
統
的
な
財
政
観
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
づ
た
。
無
論
こ
の
準
則
自
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（グラフ 1）京・通倉ストック規模の推移

2500~ー

500←一一

2000斗一一一

1620 

典拠：『実録』以下の条参照。成化16(1480）、 18、21、22年は各年末の記事、正徳1

(1520）年8月丙辰、嘉靖33(1554）年9月乙卯、隆慶 1 (1567)年12月戊成、

万麿11(1583）年12月甲子、同30年9月美未、同46年5月辛亥、同47年 3月庚

成。なお、嘉靖8年は梁材『戸部題稿』 （北京図書館蔵）所収「応詔陳言乞会計

銭糧以制園用事」に、万麿6年は『万暦会計録』巻37・営衛官軍放糧に基づく。
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lま

現
地
に
一
定
量

以
上
の
実
物
ス
ト
ッ
ク

を
保
有
す
る
こ
と
が
不

可
避
と
な
る
。
実
際
に

は
京
・
通
倉
備
蓄
の
来

源
た
る
漕
運
額
は
成
化

八
年
（
一
四
七
二
）
以

降
、
年
額
三
七

O
万
石

（
一
一
二
万
ト
ν
）
に
固
定

さ
れ
る
の
だ
が
、
支
出

の
方
は
か
な
り
経
年
変

動
が
あ
っ
た
た
め
、
明

一
代
を
通
じ
両
倉
ス
ト

ツ
ク
の
残
高
は
常
に
財

政
収
支
の
バ
ロ
メ
ー
タ



体
は
、
複
数
年
度
聞
に
お
け
る
財
政
収
支
の
均
衡
を
志
向
す
る
と
い
う
一
般
的
・
理
念
的
な
意
味
合
い
し
か
有
し
て
お
ら
ず
、
毎
年
の

出
納
に
際
し
て
如
何
ほ
ど
規
範
性
を
持
ち
得
た
か
は
、
各
時
期
に
よ
り
大
き
な
偏
差
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
』

そ
れ
で
は
、

明
代
の
京
・
通
倉
に
は
実
際
ど
れ
だ
け
の
行
政
的
備
蓄
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
実
録
』
記
載
の
断
片
的
な

数
値
史
料
を
基
に
、
備
蓄
残
高
の
推
移
を
示
し
た
の
が
別
掲
の
グ
ラ
フ
ー
で
あ
る
。
逐
年
統
計
が
揃
っ
て
い
な
い
た
め
多
く
の
欠
落
が

生
じ
て
い
る
が
、
無
論
こ
れ
は
当
年
度
の
ス
ト
ッ
ク
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
不
完
全
な
図
表
で
は
あ
る
が
、
備
蓄
残
高

は
一
四
八
0
年
代
前
後
（
二

0
0
0万
石
以
上
）
、
及
ぴ
一
五
八
0
年
代
（
一
八
O
O万
石
前
後
）
の
二
期
に
お
い
て
ピ
l
ク
値
を
示
し

（

M）
 

て
い
る
点
は
当
面
看
取
で
き
よ
う
。
両
倉
の
規
模
（
表
1
）
に
毎
康
収
量
一
万
二

0
0
0石
を
乗
じ
て
求
め
た
総
可
貯
量
二
五

O
O万

明代の京・通倉

石
強
と
い
う
数
値
か
ら
考
え
れ
ば
、

グ
ラ
フ
に
見
え
る
両
期
の
値
が
ほ
ぽ
最
大
値
に
近
か
っ
た
こ
と
は
間
違
h
な
い
だ
ろ
う
。
ピ
ー
ク

値
の
内
、
前
者
は
成
化
末
年
、
後
者
は
万
暦
初
年
と
い
う
年
代
に
各
々
相
当
す
る
が
、
例
え
ば
一
五
八
O
年
前
後
が
い
わ
ゆ
る
張
居
正

財
政
期
と
重
な
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
値
は
当
該
期
の
健
全
財
政
に
よ
り
賛
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、
両
時
期

で
は
こ
の
規
模
の
備
蓄
が
有
す
る
意
味
は
微
妙
に
異
な
る
。
後
者
の
場
合
こ
の
「
八
九
年
之
積
」
自
体
が
既
に
備
蓄
過
剰
と
認
識
さ
れ
、

漕
糧
銀
納
化
を
主
張
す
る
際
の
論
拠
と
な
っ
て
お
り
（
『
実
録
』
万
暦
一
一
年
十
二
月
甲
子
）
、
飽
く
ま
で
も
短
期
的
な
備
蓄
増
大
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。
従
っ
て

一
五
八
O
年
前
後
の
状
況
を
敢
え
て
捨
象
す
る
な
ら
ば
、
両
倉
備
蓄
残
高
は
若
干
の
上
下
動
を
含
み
つ

つ
も
、
長
期
的
趨
勢
と
し
て
は
縮
小
の
方
向
へ
進
ん
で
い
た
と
見
倣
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
嘉
靖
i
万
暦
期
に
か
け
、
施
設
自
体

の
廃
弛
が
部
分
的
に
進
行
し
て
い
る

（表
1
）
点
も
、
こ
の
不
可
逆
的
な
変
化
を
裏
づ
け
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
高
時
で
現
物
米
二

O
O
O万
石
（
一
六
八
万
～
）
強
と
い
う
備
蓄
量
そ
の
も
の
は
、
恐
ら
く
中
国
史
上
稀
に
見

59 

る
規
模
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
唐
代
天
宝
八
年
（
七
四
九
）
、
長
安
の
太
倉
・
洛
陽
の
合
嘉
倉
ス
ト
ッ
ク
の
合
計
が
明
升
・
粟
換
算
で
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七
五

O
万
石
強
、
『
大
元
倉
庫
記
』
の
記
述
か
ら
算
出
さ
れ
た
元
代
京
倉
・
通
州
倉
・
河
西
務
倉
の
総
可
貯
量
は
同
じ
く
六
八
五
万
石
強

で
あ
る
。
更
に
、
行
政
的
穀
物
備
蓄
規
模
が
ピ
l
ク
に
達
し
た
と
さ
れ
る
清
代
乾
隆
五

0
年
代
（
一
七
八
五
i
九
四
）
で
も
、
全
国
の

（お）

常
平
倉
・
社
倉
・
義
倉
備
蓄
残
高
が
米
換
算
で
二
千
数
百
万
石
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
と
比
較
し
て
み
て
も
、
明
代
中
期
の
両
倉

備
蓄
数
値
は
突
出
し
て
い
る
。
極
め
て
局
限
さ
れ
た
地
理
的
空
間
内
に
、

た
と
え
短
期
的
で
あ
れ
、

か
く
も
臆
大
な
行
政
的
現
物
米
備

蓄
が
保
有
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
上
記
の
財
政
的
な
次
元
と
は
ま
た
違
っ
た
角
度
か
ら
の
説
明
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
両
倉
ス
ト

ツ
ク
形
成
の
政
策
的
動
機
・
機
能
的
性
格
を
考
え
る
際
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
や
は
り
民
間
的
消
費
を
対
象
と
し
た
平
鰹

政
策
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
き
少
し
く
分
析
を
加
え
て
み
た
い
。

平
羅
と
は
、
何
ら
か
の
原
因
で
糧
価
が
高
騰
し
た
際
、
廉
価
で
行
政
備
蓄
を
放
出
し
当
地
の
糧
価
低
落
を
誘
導
す
る
方
策
を
指
し
、

中
国
史
上
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
「
救
荒
（
飢
僅
救
済
こ
政
策
で
あ
る
。
実
録
か
ら
抽
出
し
た
京
・
通
倉
米
平
羅
記
事
に
見
る
限
り
（
グ

ラ
フ

2
）
、
備
蓄
を
か
か
る
形
で
投
下
し
た
事
例
の
大
半
は
概
ね
一
五
二

0
年
代
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
大
規
模
な
平
鰹
の
実
施
が
特
に

一
四
八

0
年
代
前
後
、
即
ち
最
大
の
備
蓄
残
高
を
有
し
た
成
化
期
に
集
中
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
こ
の
前
後
の
期
間
は
、
河
北
地

域
で
大
規
模
な
水
害
（
一
四
六
九
年
）
・
早
害
（
一
四
八
四
年
）
が
発
生
し
た
時
期
に
相
当
す
る
。

例
え
ば
一
四
七

O
年
の
場
合
、
長
期
的
な
水
害
に
苦
し
む
河
北
地
域
で
は
糧
価
が
高
騰
し
、
売
買
利
潤
を
克
込
ん
だ
漕
運
軍
士
ら
が

漕
糧
を
運
河
途
上
に
て
ひ
そ
か
に
売
却
、
北
京
到
着
後
、
市
中
の
商
品
糧
を
購
入
し
欠
損
分
を
補
填
す
る
と
い
う
事
例
が
頻
発
す
る
（
『
実

録
』
成
化
六
年
十
月
戊
子
）
。
こ
の
た
め
、
北
京
城
内
の
糧
価
も
上
昇
し
続
け
、
更
に
当
時
、
私
鋳
銭
の
横
行
に
よ
り
撰
銭
が
一
般
化
（
同

八
年
十
月
己
亥
）
、
円
滑
な
米
穀
流
通
を
阻
害
し
た
こ
と
が
事
態
を
悪
化
さ
せ
た
。
以
上
の
例
で
は
概
ね
、
北
京
城
内
の
飢
民
を
対
象
に

備
蓄
が
放
出
さ
れ
て
い
る
。
無
論
、
京
師
近
辺
の
河
北
地
域
（
畿
輔
）
も
、

理
念
的
に
は
優
先
的
に
王
化
の
恩
恵
に
浴
す
べ
き
地
で
あ



（お）

り
、
地
理
的
に
も
両
倉
に
比
較
的
近
接
し
て
い
た
た
め
、
実
際
に
幾
度
か
平
鰹
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
た
が
、
当
地
の
災
害
に
際
し
て

（幻）

は
、
税
役
免
除
・
府
州
県
倉
等
の
備
蓄
放
出
、
或
い
は
納
粟
贈
罪
例
の
適
用
等
の
方
策
を
以
て
基
本
的
に
は
対
応
し
て
い
た
。

い
わ
ば
、
京
・
通
倉
か
ら
の
平
羅
は
、
時
期
的
に
も
放
出
対
象
か
ら
見
て
も
幾
分
局
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

明代の京・通倉61 

（グラフ 2）京・通倉からの平鰹
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典拠：『実録』以下の条参照。天瀬 I(1467）年3月美未、成化6(1470）年

9月己亥及び同年11月己丑、同7年4月丁卯、同16年3月乙巳、同21年

1月己丑・乙巳、及び同年4月壬成、弘治2(1489）年11月丁己・戊午、

正徳 (1514)9年2月戊申、同13年 1月壬賞、同16年7月壬申、嘉靖5

(1526）年2月壬午、同10年12月丁未、同20年6月庚申、同24年2月壬

寅、同29年8月辛巳、悶32年10月己卯・戊成、同40年2月笑丑・ 3月壬

成、万暦27(1599）年11月己酉、同32年11月辛丑、同38年5月己酉。
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幾
度
も
行
わ
れ
た
大
規
模
な
備
蓄
放
出
も
、
飽
く
ま
で
当
時
の
「
九
年
之
蓄
」
と
い
う
ス
ト
ッ
ク
規
模
の
存
在
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、

（お）

こ
の
逆
で
は
な
い
。
他
方
、
残
高
に
限
り
が
あ
る
時
に
は
こ
の
政
策
自
体
の
存
立
基
盤
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
少
な
く
と
も
当
為
の
上

（

mm）
 

で
は
、
京
・
通
倉
米
が
か
か
る
形
で
民
間
流
通
へ
投
下
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
常
態
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
京
・
通
倉
の
救
荒
機
能
が
若
干
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
収
放
そ
の
も
の
の
運
営
が
北
京
・
周
辺
地
域
の
民
間

的
食
糧
需
給
と
全
く
か
け
離
れ
た
、

そ
れ
自
体
即
自
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
直
接
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
再
び
、

グ
ラ
フ
1
で
見
た
、

ス
ト
ッ
ク
規
模
の
縮
小
傾
向
が
意
味
す
る
所
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
備
蓄

残
高
そ
の
も
の
は
第
一
義
的
に
当
時
の
収
支
状
況
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
は
い
た
が
、
よ
り
長
期
的
な
動
因
を
構
成
し
た
の
は
別
の
フ

ア
ク
夕
、

即
ち
当
地
の
米
穀
流
通
状
況
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
一
六
世
紀
末
、
京
師
へ
の
糧
米
輸
送
を
担
う
漕
運
総
督
の
任
に
あ
っ
た
王

宗
沫
（
一
五
二
一
二
l
九
一
）
は
以
下
の
如
く
述
べ
る
。

す

〈

な

あ

今
改
折
〔
漕
糧
銀
納
化
〕
す
べ
か
ら
ざ
る
を
云
う
者
、
其
の
説
に
二
あ
り
。
京
倉
の
積
漸
く
寡
き
こ
と
と
、
京
師
の
米
価
将
に
騰
が
ら
ん
と

フ

ロ

ー

ス

ト

？

ク

も

せ
ん
こ
と
を
日
う
に
過
ぎ
ず
。
然
れ
ど
も
知
ら
ず
、
今
の
利
と
す
る
所
は
放
の
数
に
取
り
て
積
の
数
よ
り
は
取
ら
ざ
る
を
。
如
使
し
折
せ
ず

し
て
万
石
の
積
あ
ら
ば
、
則
ち
今
改
折
せ
る
と
雄
も
其
の
万
石
は
猶
お
存
せ
り
。
此
れ
暁
る
に
易
か
ら
ん
。
：
：
：
漕
運
会
議
の
日
至
る
ご
と

か

な

ら

れ

ヲ

き

よ

し

ゅ

為

か

〈

に
、
必
須
ず
順
天
府
予
を
し
て
議
に
入
ら
し
め
、
其
の
四
境
の
豊
歓
の
数
を
欄
せ
し
め
て
こ
れ
に
掛
酌
を
加
う
。
如
し
収
成
八
分
以
上
な
れ

も

な

ば
、
則
ち
其
の
百
万
を
ば
以
て
全
て
折
し
、
此
よ
り
下
は
逓
減
す
。
使
し
大
飢
あ
ら
ば
全
て
折
せ
ず
、
の
お
太
倉
の
陳
米
を
発
し
て
こ
れ

う

り

よ

ね

、

を
羅
し
、
豊
歳
を
以
て
嬢
補
す
。
：
：
：
古
に
「
国
に
三
年
の
蓄
無
き
を
不
足
と
日
う
」
と
謂
う
所
の
者
は
、
亦
専
ら
米
の
み
を
指
し
て
言
う

に
非
ざ
る
な
り
。
【
王
宗
泳
『
敬
所
王
先
生
文
集
』
巻
一
三
・
「
乞
破
格
処
分
漕
政
、
因
陳
足
国
大
計
疏
」
】
（
傍
点
・
〔
〕
内
引
用
者
、
以
下
同

じ）
王
宗
、
沫
自
身
、
運
軍
の
負
担
軽
減
の
た
め
漕
糧
銀
納
化
を
推
進
せ
ん
と
す
る
意
図
を
抱
い
て
い
た
に
せ
よ
、
伝
統
的
な
備
蓄
観
が
貨



幣
ス
ト
ッ
ク
に
読
み
換
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
彼
の
議
論
は
極
め
て
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
周
辺
地

域
か
ら
の
穀
物
供
給
が
漕
運
に
よ
る
そ
れ
を
補
完
し
得
る
要
素
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
認
識
は
同
時
代
の
漕
運
額
削
減
論
者

（初）

に
よ
り
共
有
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
必
ず
し
も
実
物
備
蓄
に
拘
泥
し
な
い
王
宗
沫
の
議
論
で
は
、
当
地
で
の
商
品
米
の
広
汎
な
流
通
｜
｜

貨
幣
を
以
て
日
常
的
に
購
買
し
得
る
ー
ー
と
い
う
認
識
が
そ
の
前
提
に
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
認
識
自
体
が
、
果
た
し
て
現
実
の
状
況
を
正
し
く
反
映
し
た
も
の
か
ど
う
か
、
即
ち
京
師
近
辺
の
地
域
に
て
、

か
か
る

大
口
買
い
入
れ
に
耐
え
得
る
供
給
源
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
か
否
か
、
容
易
に
は
判
断
し
難
い
。
こ
れ
以
降
も
、
彼
が
主
張
す
る
よ
う

明代の京・通倉

な
周
辺
地
域
か
ら
京
・
通
倉
へ
の
「
纏
補
（
糧
米
買
い
上
げ
こ
が
実
際
行
わ
れ
た
形
跡
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
当
時

（担）

の
財
政
が
全
般
的
に
銀
建
て
へ
と
傾
斜
す
る
中
、
多
大
な
行
政
コ
ス
ト
を
一
う
大
規
模
な
実
物
ス
ト
ッ
ク
保
有
の
意
義
は
限
り
な
く
低

下
し
て
い
た
。

つ
ま
り
両
倉
備
蓄
残
高
の
低
下
白
体
は
、
銀
遣
い
の
進
行
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
こ
と
は
同
時

に
、
近
接
地
か
ら
の
穀
物
購
買
可
能
性
が
、
既
に
一
種
の
共
通
認
識
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
の
を
与
件
と
し
て
い
た
。

京
・
通
倉
か
ら
の
糧
米
収
放
が
、
銀
建
て
財
政
の
盛
行
と
共
に
そ
の
量
的
規
模
を
縮
小
さ
せ
て
ゆ
く
。
こ
の
点
自
体
は
、
倉
米
分
配

が
本
来
対
象
限
定
的
・
完
結
的
で
あ
っ
た
と
い
う
目
下
の
仮
説
を
別
の
角
度
よ
り
補
強
す
る
。
仮
に
、
銀
建
て
財
政
へ
の
傾
斜
に
よ
り

両
倉
か
ら
の
実
物
投
下
が
た
と
え
少
量
で
あ
れ
減
少
す
れ
ば
、
需
要
の
価
格
弾
力
性
が
低
い
糧
米
と
い
う
財
貨
の
場
合
、
常
識
的
に
は
、

当
地
の
糧
価
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
る
は
ず
で
あ
り
、
事
実
、
王
宗
、
沫
も
そ
の
点
へ
論
及
は
し
て
い
た
。
た
だ
彼
の
場
合
、
周
辺
地
域

63 

か
ら
の
「
確
補
」
と
い
う
対
策
を
提
示
す
る
の
み
で
、
ヒ
ン
タ
i
ラ
ン
ド
も
含
め
た
、
地
域
全
体
の
需
給
構
造
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト

（認）

と
い
う
観
点
自
体
が
、
極
め
て
稀
薄
で
あ
る
。
更
に
漕
糧
改
折
論
者
の
中
に
は
、
京
・
通
倉
米
と
は
本
来
官
一
・
軍
需
の
み
に
供
す
べ
き

（お）

と
断
ず
る
論
調
も
見
ら
れ
、
概
し
て
一
六
世
紀
当
時
の
議
論
中
、
両
倉
ス
ト
ッ
ク
縮
小
の
問

も
の
で
民
間
と
は
何
の
関
わ
り
も
な
い
、
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題
が
民
間
消
費
市
場
と
の
関
係
性
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

至
っ
て
少
な
い
。

結
局
、

明
代
の
中
央
戸
部
に
お
い
て
、
京
・
通
倉
の
巨
大
な
実
物
ス
ト
ッ
ク
は
単
に
財
政
運
営
の
次
元
に
て
問
題
と
さ
れ
た
に
過
ぎ

ず
、
民
間
的
市
場
の
方
は
、
飽
く
ま
で
も
代
替
的
な
糧
米
供
給
源
た
り
得
る
か
否
か
、
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
の
み
議
論
の
対
象
と
な

（泊）

っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
京
・
通
倉
を
め
ぐ
る
、
あ
る
意
味
極
限
ま
で
軍
事
経
済
的
外
貌
を
帯
び
た
財
政
的
収
放
の
あ
り
方

は
、
基
本
的
に
明
一
代
を
通
じ
て
存
続
す
る
。
や
が
て
、
李
白
成
の
北
京
占
領
、
清
軍
の
南
下
と
い
う
事
態
を
経
て
、
両
倉
は
そ
の
大

（お）

半
が
破
壊
さ
れ
尽
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

五

明
代
北
京
の
財
政
と
「
再
分
配
」
｜
｜
む
す
び
に
か
え
て
｜
｜

従
来
、

明
清
期
中
国
の
賦
役
制
度
史
の
分
野
に
お
い
て
は
、

王
朝
に
よ
る
財
貨
収
取
・
賦
課
方
式
等
の
問
題
が
、

一
定
の
国
家
論
・

支
配
構
造
論
と
の
関
連
で
分
析
の
対
象
と
な
り
、
重
厚
な
研
究
蓄
積
を
有
し
て
き
た
。
た
だ
同
時
に
、
当
時
の
財
政
的
収
放
が
必
然
的

に
巨
大
な
財
貨
の
流
れ
を
形
成
し
た
と
い
う
一
点
に
着
目
す
る
と
き
、

い
わ
ば
財
政
論
・
流
通
過
程
論
的
に
は

旧
来
の
研
究
が
収
入

生
産
の
局
面
に
幾
分
偏
し
て
い
た
点
も
否
定
で
き
な
い
。
就
中
明
代
以
降
、
重
点
的
に
物
資
集
中
が
行
わ
れ
た
西
北
（
首
都
l
北
辺
を

広
く
指
す
）
を
実
体
的
「
地
域
」
と
し
て
捉
え
る
に
際
し
て
、
財
政
支
出
や
財
貨
の
消
費
の
問
題
は
、

と
り
わ
け
重
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
関
し
、

明
代
北
京
を
め
ぐ
り
軍
事
・
経
済
地
理
な
ど
広
範
な
視
角
よ
り
分
析
を
加
え
た
ギ
i
ス
は
、
永
楽
期
以
降
の
、
首

都
へ
の
軍
事
的
集
中
は
戦
略
的
に
数
多
の
問
題
点
を
内
包
し
つ
つ
も
、
尼
大
な
物
資
を
南
よ
り
吸
収
す
る
こ
と
を
通
じ
、
当
地
の
都
市

生
活
発
展
に
絶
大
な
効
果
を
与
え
た
、

と
述
べ
る
。
他
方
、
黄
仁
宇
は
そ
の
包
括
的
な
明
代
財
政
史
研
究
の
中
で
、
漕
運
の
機
能
的
性

格
に
つ
き
「
財
政
収
入
中
、
殆
ど
貢
献
的
意
義
を
有
さ
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
大
運
河
を
補
給
線
と
す
る
北
京
の
軍
事
組
織
が
十
全
に



防
衛
機
能
を
果
た
し
た
か
と
い
う
、

い
わ
ば
費
用
対
効
果
に
関
わ
る
議
論
か
ら
導
出
さ
れ
た
見
解
で
あ
り
、
前
者
の
論
点
と
必
ず
し
も

排
除
し
合
う
も
の
で
は
な
い
［
の
丘
8
5
3一
E
g
w
出

E
ロ
肉
店
豆
一
巴
］
。
問
題
は
、
首
都
へ
の
か
か
る
物
資
集
中
が
帰
結
す
る
所
の
、

物
的
循
環
の
拡
が
り
如
何
、
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
北
京
の
糧
米
備
蓄
施
設
に
焦
点
を
絞
り
、
漕
運
を
通
じ
て
搬
入
さ
れ
た
こ
れ
ら
糧

米
が
ど
の
よ
う
に
備
蓄
・
配
分
さ
れ
た
か
、

と
い
う
幾
分
限
ら
れ
た
角
度
か
ら
分
析
を
行
っ
た
。
少
な
く
と
も
、

そ
の
分
配
対
象
が
極

め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
不
充
分
な
が
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
特
に
実
物
財
政
の
場
合
、
官
有
物
資
の
分
配
が
人
件
費
に
局
限
さ
れ
る
の
は
あ
る
意
味
当
然
で
あ
り
、

よ
り
重
要
な
の

は
官
・
軍
の
消
費
余
剰
が
如
何
に
民
間
市
場
へ
流
出
し
た
か
、

と
い
う
点
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
別
稿
で
も
触
れ

明代の京・通倉

た
が
［
田
口
1
9
9
9
］
、
本
稿
の
表
2
で
挙
げ
た
毎
月
一
石
弱
、
と
い
う
支
給
量
は
ほ
ぼ
自
家
消
費
内
で
完
結
す
る
数
値
で
あ
り
、
余

剰
分
の
民
間
流
出
を
起
点
と
す
る
物
資
循
環
シ
ス
テ
ム
、
例
え
ば
近
世
日
本
の
知
き
廻
米
を
通
じ
た
広
域
米
穀
・
金
融
市
場
、
或
い
は

（

お

）

（

幻

）

ポ
ラ
ン
ニ

l
の
い
う
「
副
次
的
な
流
通
過
程
」
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
は
元
来
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
ギ
i

ス
の
議
論
に
関
し
て
い
え
ば
、
少
な
く
と
も
北
京
へ
の
物
資
（
こ
こ
で
は
糧
米
）
集
中
を
、

一
定
の
「
経
済
効
果
」
に
短
絡
す
る
の
は

慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

明
代
京
・
通
倉
で
の
糧
米
収
放
は
民
間
的
消
費
需
要
を
前
提
と
し
て
い
な
か
っ
た
、

と
の
小
稿
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
有
名
な
ポ
ラ

ン
ニ
！
の
テ
l
ゼ
｜
｜
財
貨
の
放
出
を
通
じ
た
社
会
統
合
l
i
－
－
と
は
余
り
に
も
か
け
離
れ
た
像
で
あ
り
、
冒
頭
で
提
起
し
た
「
再
分
配
」

（お）

と
い
う
用
語
法
自
体
が
不
適
当
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
一
方
で
、
北
京
一
地
区
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
両
倉
か
ら
の
大
規
模
・
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安
定
的
か
つ
て
冗
的
な
食
糧
配
給
が
、
中
華
帝
国
の
中
枢
的
都
市
空
間
の
「
軍
政
」
を
支
え
続
け
て
い
た
事
実
そ
の
も
の
が
重
要
で
あ

（ぬ）
る
。
財
政
的
収
放
を
起
点
と
し
た
物
的
循
環
の
拡
が
り
を
問
う
こ
と
は
結
局
、
「
軍
一
需
」
「
官
需
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
へ
と
接
合
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せ
ざ
る
を
得
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
の
政
策
的
意
図
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、

明
王
朝
は
首
都
住
民
の
一
般
的
な
食
糧
消
費
問
題
を
解
決
す

べ
く
巨
大
な
行
政
ス
ト
ッ
ク
を
保
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
他
方
、
遷
都
以
来
の
北
京
人
口
の
大
多
数
を
構
成
し
て
い
た
の
が
、
ま

さ
に
こ
れ
ら
軍
事
要
員
た
ち
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
小
稿
で
述
べ
た
財
政
支
出
の
「
軍
事
的
外
貌
」
こ
そ
、
当
時
の
首
都
空
間
基
層
に

お
け
る
生
活
を
営
む
た
め
の
物
的
前
提
を
提
供
し
て
い
た
｜
｜
極
め
て
人
為
的
・
対
象
限
定
的
な
形
で
ー
ー
の
で
あ
る
。
今
求
め
ら
れ

る
の
は
、
単
に
形
式
的
・
機
能
的
経
費
分
類
に
終
始
し
た
り
、
軍
事
国
家
や
福
祉
国
家
等
の
類
型
的
性
格
付
け
の
可
否
を
探
る
こ
と
で

は
な
く
、
当
地
の
人
口
構
成
に
即
し
つ
つ
財
貨
の
流
れ
方
・
時
系
列
的
変
容
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、

旧
来
の
賦
役
史
・
軍
制
史
・
地
域

経
済
史
等
の
研
究
成
果
を
接
合
さ
せ
る
作
業
で
は
な
か
ろ
う
か
。

無
論
、
以
上
の
問
題
群
に
対
し
更
な
る
議
論
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
北
京
の
生
活
環
境
に
即
し
た
、
よ
り
腫
大
な
実
証
作

業
が
要
請
さ
れ
る
。
た
だ
紙
幅
も
尽
き
た
。
全
て
は
後
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

（
小
稿
は
平
成
一
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
執
筆
・
附
図
作
製
に
際
し
て
中
国
社
会
科
学
院
経
済
研
究

所
の
江
太
新
教
授
・
中
標
協
技
術
杏
拘
中
心
の
呉
大
聖
氏
を
は
じ
め
数
多
く
の
方
々
よ
り
協
力
を
項
い
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
）

内王

（1
）
遷
都
当
時
・
一
七
世
紀
に
お
け
る
京
衛
兵
額
数
に
関
し
て
は
、
孫
承
沢
『
春
明
夢
徐
録
』
巻
三
六
・
戸
部
・
屯
田
、
及
ぴ
銭
桓
『
寓

燕
疏
草
』
巻
一
所
収
「
請
賞
軍
士
布
花
疏
」
を
参
照
し
た
。

（2
）
ウ
ェ

i
パ

1
1
9
5
6
一
頁
二
九
1
四
一
。
ウ
ェ

l
パ

i
自
身
は
、
家
産
制
的
・
政
治
的
な
収
入
が
大
消
費
者
の
購
買
力
を
構
成
し

て
い
る
と
い
う
点
で
、
北
京
を
代
表
的
な
官
吏
都
市
宙
g
g
Rロ
己
主
件
）
と
し
て
挙
げ
る
が
、
こ
こ
で
は
少
な
く
と
も
明
代
の
北
京
に

関
し
て
、
十
数
万
（
前
注
所
掲
文
献
参
照
）

1
四
十
万
人
規
模
の
軍
事
要
員
（
扶
養
家
族
を
加
算
す
れ
ば
よ
り
彪
大
な
も
の
と
な
ろ
う
）

が
在
住
し
、
国
家
の
備
蓄
倉
に
そ
の
生
活
基
盤
を
依
存
さ
せ
て
い
る
点
を
重
視
し
た
い
。
因
み
に
一
六
世
紀
末
の
段
階
で
、
北
京
城
内



明代の京・通倉

及
ぴ
近
郊
（
関
府
）
の
人
口
数
は
一

O
O万
前
後
と
推
定
さ
れ
る
［
新
宮
1
9
9
1
］。

（3
）
明
初
北
京
の
形
成
を
北
元
勢
力
の
脅
威
と
併
せ
論
じ
る
視
点
に
つ
い
て
は
の
巳

g
E
3一
E
1
8
参
照
。

（4
）
史
料
用
語
と
し
て
の
「
米
」
は
、
周
知
の
知
く
「
籾
磨
り
処
理
を
経
た
穀
物
」
を
広
く
合
意
す
る
。
少
な
く
と
も
一
三
世
紀
前
後
の

段
階
で
、
専
ら
長
期
保
存
に
不
利
な
「
米
」
形
態
に
て
税
物
が
備
蓄
さ
れ
る
状
況
が
一
般
化
す
る
が
（
『
春
明
夢
絵
録
』
巻
三
七
・
戸
部

ア
ワ

二
一
・
倉
場
）
、
明
代
の
漕
糧
の
場
合
、
九
割
弱
が
「
槌
梗
米
（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
玄
米
）
」
、
残
り
が
「
莱
米
」
で
あ
っ
た
（
劉
斯
潔
『
太
倉

考
」
巻
三
・
歳
入
）
。
た
だ
本
稿
で
は
、
具
体
的
内
容
を
特
定
せ
ず
に
「
現
物
米
」
「
糧
米
」
等
の
語
を
用
い
た
い
。

（5
）
明
代
漕
運
の
制
度
的
変
遷
は
、
星
斌
夫
に
よ
り
体
系
的
に
復
元
さ
れ
て
い
る
［
星
1
9
6
3
］。

（6
）
特
に
こ
こ
で
は
、
政
府
に
よ
る
、
都
市
部
で
の
食
糧
需
給
調
整
・
市
場
介
入
の
あ
り
方
如
何
が
、
国
民
国
家
形
成
期
以
降
の
経
済
・

社
会
政
策
を
大
き
く
方
向
づ
け
た
点
が
強
調
さ
れ
［

d
－q
E叶
刊
誌
呂
、
中
国
救
荒
史
等
の
分
野
か
ら
も
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
て
い
る

［者ロ
7
附
君
。
ロ
m
E
E一
日

H
P
日
N
N
］。

（7
）

元

1
清
に
か
け
て
の
北
京
の
倉
庫
を
概
観
し
た
子
光
度
の
研
究
［
子
1
9
8
3
〕
を
除
き
、
従
来
こ
の
両
倉
を
扱
っ
た
論
考
で
は
概

ね
二
頁
1
数
頁
程
度
の
分
量
し
か
割
か
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
も
「
旧
太
倉
」
「
南
新
倉
」
等
の
名
称
列
挙
、
遺
祉
の
簡
単
な
紹
介
に
止
ま

る
［
王
永
謙
1
9
8
9
、
松
浦
1
9
8
9等
］
。
な
お
、
星
・
飽
彦
邦
ら
の
漕
運
史
研
究
で
は
、
運
河
か
ら
の
物
資
積
み
卸
し
・
荷
役
編

成
等
の
問
題
も
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
［
星
1
9
3
7
、
飽
1
9
9
5等］。

（8
）
以
上
、
万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
一
二
・
戸
部
・
倉
廠
・
京
倉
一
、
及
ぴ
同
書
巻
一
八
七
・
工
部
・
営
造
・
倉
庫
の
記
述
に
基
づ
く
。
な

お
「
間
」
と
は
、
正
面
間
口
の
柱
間
数
を
表
す
。

（9
）
蒋
一
葵
『
鋳
長
安
客
話
』
巻
四
・
大
通
橋
の
条
。
具
体
的
位
置
に
つ
い
て
は
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
の
渇
佐
哲
教
授
に
ご
教

示
い
た
だ
い
た
。

（
叩
）
以
上
、
沿
革
に
関
し
て
は
嘉
靖
『
通
州
士
山
田
各
』
巻
二
・
建
置
志
、
及
ぴ
乾
隆
『
通
州
士
山
』
巻
三
・
漕
運
・
倉
廠
号
房
を
参
照
。

（
日
）
例
え
ば
正
統
一
四
年
（
一
四
四
九
）
、
エ
セ
ン
が
京
師
北
方
に
侵
入
し
た
「
土
木
の
変
」
の
際
に
、
通
州
倉
備
蓄
の
処
置
が
大
い
に
問

題
化
し
た
。
一
時
は
倉
廠
を
焼
棄
せ
ん
と
の
提
議
も
出
た
が
、
結
局
は
軍
士
た
ち
を
動
員
し
ス
ト
ッ
ク
を
北
京
城
内
に
運
び
込
む
策
が

採
用
さ
れ
た
と
い
う
（
何
具
俊
「
四
友
斎
叢
説
』
巻
六
・
史
二
）
。
ま
た
、
永
平
・
繭
州
方
面
へ
の
漕
糧
移
出
に
は
天
津
経
由
の
海
運
ル
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ー
ト
が
用
い
ら
れ
て
い
た
以
上
、
京
師
東
部
へ
の
兵
姑
拠
点
た
る
機
能
を
こ
こ
に
求
め
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

（
ロ
）
「
在
京
各
衛
、
因
往
通
州
関
糧
、
或
被
官
吏
冒
支
、
或
被
行
伍
編
匿
、
或
子
姪
不
自
而
花
費
空
手
而
回
、
或
陰
雨
連
句
而
放
遅
、

あ
し
だ
い

盤
纏
過
半
、
累
累
呈
告
到
臣
、
比
白
為
有
名
無
実
。
」
（
呉
仲
「
題
為
計
処
国
儲
以
永
図
治
安
事
」
『
通
恵
河
志
」
巻
下
・
奏
議
）

（
日
）
白
糧
に
関
し
て
は
呉
1
9
7
8
参
照
。
そ
の
使
途
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
な
部
分
が
残
る
が
、
「
夫
東
南
財
賦
之
来
、
有
軍
遼
有
民
運
。

軍
運
以
充
六
軍
之
儲
、
民
連
以
供
百
官
之
禄
。
」
〔
陸
樹
声
「
民
連
困
極
疏
」
（
「
皇
明
経
世
文
編
』
巻
二
九
一
）
〕
、
或
い
は
「
白
糧
不
時
、

至
百
官
常
禄
至
不
能
支
。
」
（
左
光
斗
『
左
忠
毅
公
集
』
巻
二
・
「
地
方
興
化
有
機
疏
」
）
等
か
ら
見
れ
ば
、
民
連
（
l
白
糧
）
が
官
僚
禄

米
に
、
軍
運
（

1
漕
糧
）
が
草
士
の
糧
備
に
充
て
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
当
時
の
通
念
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
禄
米
倉
設
置
の
問
題
に
つ
い
て
は
万
暦
『
大
明
会
典
」
巻
三
九
・
戸
部
・
康
禄
・
俸
給
参
照
。

（
日
）
『
実
録
』
以
下
の
各
条
を
参
照
。
（
開
平
）
永
楽
一
八
年
間
正
月
庚
辰
・
宣
徳
二
年
二
月
戊
寅
・
同
五
年
四
月
丁
酉
・
同
七
年
十
一
月

辛
酉
。
（
宣
府
・
大
同
）
水
楽
七
年
十
月
己
亥
・
宣
徳
四
年
二
月
己
亥
・
正
統
四
年
二
月
庚
戊
・
景
泰
元
年
十
二
月
戊
寅
・
同
二
年
六
月

壬
申
・
成
化
一
九
年
十
二
月
丁
亥
・
同
一
二
年
三
月
戊
申
・
嘉
靖
六
年
六
月
壬
戊
・
同
二

O
年
十
一
月
丙
申
・
同
二
二
年
正
月
丙
寅
・

同
二
三
年
正
月
丙
寅
・
同
年
十
二
月
甲
申
・
同
三
二
年
十
二
月
甲
戊
・
同
三
三
年
五
月
戊
申
・
同
三
六
年
四
月
壬
子
。
な
お
、
嘉
靖
元

年
（
一
五
二
二
）
よ
り
漕
糧
銀
納
化
が
大
幅
に
進
行
し
、
ま
た
ア
ル
タ
ン
の
北
京
包
囲
（
一
五
五

O
年
）
以
降
は
、
年
額
三
十
数
万
石

分
が
北
辺
へ
と
常
時
転
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
（
『
万
暦
会
計
録
』
巻
一
八
・
二

0
・
二
一
）
、
表
中
の
支
出
額
は
規
定
の
漕
運
量

三
七
O
万
石
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
北
京
現
物
米
財
政
の
収
支
構
造
を
め
ぐ
る
、
よ
り
詳
細
な
分
析
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
日
）
『
実
録
』
景
泰
六
年
十
一
月
辛
丑
、
同
成
化
六
年
十
一
月
戊
子
の
各
条
。
な
お
、
倉
米
を
放
出
し
、
そ
の
対
価
で
黄
蝋
を
採
買
す
る

と
い
う
こ
の
施
策
が
採
ら
れ
た
一
五
世
紀
後
半
は
、
ち
ょ
う
ど
京
師
の
米
穀
需
給
が
逼
迫
し
た
時
期
と
重
な
る
（
後
述
）
。
恐
ら
く
備
蓄

放
出
の
方
が
主
眼
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
日
）
以
下
、
典
拠
と
し
た
史
料
を
掲
げ
る
（
丸
数
字
は
本
文
・
図
中
の
番
号
と
対
応
）

o
a
一
⑨
在
京
各
衛
差
委
官
軍
月
糠
頭
目
、
好
生
好

弊
O
i
－
－
－
洪
武
年
間
旧
制
、
放
支
官
軍
月
根
毎
月
不
過
初
五
、
人
知
道
守
、
難
以
作
弊
。
近
年
以
来
、
在
京
弁
通
州
等
衛
官
軍
月
糠
・

か

口

ん

つ

う

ち

行
線
、
戸
部
勘
合
到
倉
⑦
、
各
旗
草
公
差
等
項
、
家
小
来
関
。
其
監
支
井
大
小
把
総
、
不
令
知
会
、
先
行
下
倉
放
支
。
及
至
各
軍
家
小

至
倉
、
其
監
支
・
把
総
互
相
推
調
不
来
、
只
的
空
因
。
各
把
総
因
見
家
小
田
去
、
却
雇
小
車
項
名
関
支
。
｛
『
皇
明
条
法
事
類
纂
』
巻
一
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六
・
戸
部
「
各
衛
赴
京
通
二
倉
関
支
、
要
開
示
日
期
、
草
官
故
意
延
違
一
箇
月
半
月
者
住
支
例
」
成
化
九
年
二
月
付
】

b
一
①
②

（
正
徳
十
二
年
）
又
令
、
在
京
各
営
衛
関
支
月
糧
、
先
将
査
糧
文
冊
分
別
旧
管
・
新
収
・
開
除
・
実
在
、
造
送
本
衛
、
該
衛
査
算
無
差
、

方
許
造
報
。
倶
限
前
月
二
十
五
日
以
前
送
部
、
以
滋
査
考
坐
援
。
若
違
限
至
二
十
日
以
後
及
冊
内
姓
名
・
数
日
偽
前
不
同
者
、
経
該
官

吏
、
聴
戸
部
参
送
法
可
究
開
。
【
万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
四
一
・
戸
部
・
経
費
・
月
糧
】

C

一
（
万
暦
二
年
）
錦
衣
等
各
衛
所
、
以
後

造
報
月
糧
文
冊
井
照
会
似
申
各
随
冊
、
照
依
本
部
定
立
限
期
、
挨
次
陸
続
投
部
②
、
転
発
該
司
③
、
将
文
冊
即
日
送
下
糧
庁
、
詳
加
査

算
④
。
知
果
銭
糧
数
日
不
差
、
附
簿
。
第
二
日
坐
援
廠
口
⑤
、
填
写
勘
合
、
第
三
日
呈
堂
余
押
、
司
務
庁
唱
名
給
散
⑥
。
以
投
文
日
銭

始
、
領
勘
合
日
止
、
総
計
不
過
三
日
。
事
完
、
該
庁
将
坐
過
糧
石
康
口
井
将
各
衛
所
原
来
糧
冊
付
送
各
司
、
除
付
文
粘
巻
外
、
糧
冊
送

照
磨
所
磨
対
⑤
。
：
：
：
（
万
暦
九
年
）
行
令
各
衛
所
監
局
等
街
門
、
自
万
暦
九
年
三
月
為
始
、
将
糧
冊
比
旧
早
投
三
日
、
分
発
祈
江
等

司
、
附
簿
送
下
糧
庁
、
填
給
勘
合
、
転
送
京
糧
庁
⑦
。
侠
二
十
八
日
到
、
斉
将
六
倉
十
二
門
通
融
先
後
、
：
：
：
各
置
闘
帖
、
令
投
文
委

官
自
嗣
先
後
、
計
其
数
多
寡
・
某
日
可
放
某
幾
衛
、
各
挨
日
支
領
、
不
許
同
厳
軍
士
同
日
斉
来
⑧
。
｛
『
万
暦
会
計
録
』
巻
三
七
・
営
衛

く
ら
や
〈
に
ん

官
軍
俸
糧
・
沿
革
事
例
】

d
一
一
、
月
糧
事
。
毎
放
糧
、
奉
本
部
勘
合
到
庁
⑦
、
登
記
号
簿
、
転
発
該
廠
官
横
収
領
。
験
放
完
目
、

類
級
裁
角
、
送
下
糧
庁
⑬
。
【
『
通
糧
庁
士
山
』
巻
四
・
漕
政
志
・
職
掌
】

（
口
）
な
お
、
軍
士
数
把
握
は
兵
部
の
管
轄
に
関
わ
る
業
務
で
も
あ
り
、
戸
部
と
兵
部
の
聞
で
糧
米
支
給
を
め
ぐ
り
密
接
な
連
携
が
見
ら
れ

た
。
一
連
の
支
給
業
務
の
過
程
で
は
、
兵
部
所
管
の
欠
員
補
充
に
関
わ
る
簿
冊
（
勾
軍
底
簿
）
も
参
照
さ
れ
て
い
る
（
万
暦
『
大
明
会

典
』
巻
一
五
五
・
兵
部
・
軍
政
）
。

（
国
）
成
化
年
間
以
降
、
漕
糧
の
出
納
業
務
を
監
督
す
べ
く
戸
部
官
（
尚
書
l
員
外
郎
ま
で
、
衡
は
時
期
に
よ
り
異
な
る
）
が
雨
倉
に
差
遣

さ
れ
る
。
一
六
世
紀
よ
り
坐
糧
庁
と
い
う
独
立
の
官
司
と
な
り
、
京
師
の
も
の
を
京
糧
庁
、
通
州
の
も
の
は
通
糧
庁
と
称
し
た
［
星
1

9
5
9
一
頁
九
九
l
一
O
二］。

（
四
）
な
お
、
「
斗
級
」
に
つ
い
て
は
『
太
倉
考
』
巻
一
之
八
、
職
官
参
照
。

（
却
）
「
下
糧
庁
」
に
関
し
て
詳
細
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
戸
部
十
三
清
変
司
と
両
倉
と
の
簡
に
介
在
し
簿
冊
の
記
入
・
点
検
等
の
業
務

を
行
う
こ
と
、
勘
合
作
製
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
諸
規
定
か
ら
窺
わ
れ
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
街
門
名
が
諸
規
定
中
に
登
場

す
る
の
は
、
嘉
靖
四
三
年
（
一
五
六
四
）
が
最
初
で
あ
る
（
『
万
暦
会
計
録
』
巻
三
七
・
営
衛
官
軍
俸
糧
・
沿
革
事
例
）
。
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（
紅
）
「
冒
支
」
「
侵
欺
」
等
の
語
義
・
こ
れ
ら
の
不
正
行
為
・
に
対
す
る
処
置
に
関
し
て
は
雷
夢
麟
「
読
律
竣
一
言
」
巻
七
・
戸
律
・
「
庫
秤
雇

役
侵
欺
」
「
冒
支
官
糧
」
条
附
参
照
。

（
泣
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
田
口
「
明
代
畿
輔
農
業
経
済
と
米
穀
流
通
」
（
一
九
九
九
年
度
明
清
史
夏
合
宿
口
頭
報
告
）
中
に
て
部
分
的
に
論

及
し
た
。

（
幻
）
『
礼
記
』
王
制
篇
を
典
拠
と
す
る
語
で
あ
り
、
明
代
以
降
も
こ
の
種
の
一
言
辞
は
多
々
見
い
だ
せ
る
。
な
お
既
述
の
知
く
、
京
・
通
倉

米
が
第
一
義
的
に
軍
需
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
土
木
の
変
・
劉
六
劉
七
の
乱
等
軍
事
的
緊
張
が
高
ま
る
折
に
は
、
特
に
実
物
備

蓄
保
有
と
首
都
防
衛
と
の
関
連
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
夏
良
勝
『
束
洲
初
稿
』
巻
一
一
・
「
議
儲
蓄
」
（
正
徳
二
二
年
付
）
参
照
。

（
担
）
『
春
明
夢
徐
録
』
巻
三
・
戸
部
・
倉
場
所
引
、
「
太
倉
総
督
庁
板
刻
則
例
」
o

（
お
）
唐
代
・
元
代
の
数
値
に
つ
い
て
は
清
木
場
1
9
9
0
二
貝
六
九
、
丹
羽
1
9
6
4
一
頁
七
一

l
七
回
、
清
代
に
関
し
て
は
黒
田
1
9

8
8
一
頁
八
一
を
参
照
し
た
。

（
却
）
『
実
録
』
天
順
元
年
三
月
法
人
未
、
同
弘
治
二
年
十
一
月
丁
己
、
同
正
徳
九
年
二
月
戊
申
の
条
等
。

（
幻
）
例
え
ば
「
実
録
』
成
化
五
年
十
二
月
丙
寅
・
同
六
年
十
二
月
庚
戊
の
条
、
及
ぴ
『
皇
明
条
法
事
類
纂
』
巻
一
・
五
刑
類
「
納
粟
賎
罪

財
例
」
の
条
（
成
化
六
年
十
二
月
付
）
等
参
照
。

（
お
）
た
と
え
京
師
の
糧
価
が
高
騰
し
よ
う
と
も
、
財
政
支
出
が
膨
張
し
た
時
期
に
は
倉
米
平
緩
の
非
正
規
的
性
格
（
本
来
の
経
常
支
出
項

目
で
は
な
い
）
が
改
め
て
議
論
の
前
面
に
出
て
く
る
。
「
実
録
』
景
泰
七
年
八
月
丙
寅
、
同
嘉
靖
二
一
年
二
月
辛
未
各
条
参
照
。

（
却
）
例
え
ば
、
万
暦
初
期
の
人
子
慎
行
は
、
「
一
冗
時
以
京
師
米
貴
、
歳
発
米
数
十
万
石
、
減
価
耀
之
。
白
世
祖
以
後
、
歳
一
挙
行
、
甚
良
法

也
。
今
都
城
米
価
不
時
騰
湧
、
太
倉
所
積
、
頗
多
紅
腐
。
若
歳
出
四
五
十
万
石
以
済
飢
民
、
：
：
：
宜
若
可
為
之
也
。
」
（
『
穀
山
筆
慶
』
巻

一
一
了
銭
幣
）
と
元
代
大
都
の
平
鐸
政
策
を
回
顧
し
、
万
暦
当
時
の
過
剰
備
蓄
を
か
か
る
救
憧
策
の
原
資
へ
廻
す
べ
き
旨
述
べ
る
。
裏

を
返
せ
ば
明
代
の
北
京
で
は
、
フ
ビ
ラ
イ
期
の
如
き
恒
常
的
な
倉
米
売
り
出
し
は
決
し
て
制
度
的
に
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
、
各
種
政
書
類
か
ら
も
在
－
証
さ
れ
な
い
。

し
か
も
注
意
す
べ
き
は
、
平
醐
輔
が
行
わ
れ
た
場
合
も
そ
の
対
価
で
備
蓄
を
補
填
し
た
形
跡
が
な
い
点
で
あ
り
、
売
却
時
の
代
価
も
戸

部
太
倉
庫
に
送
ら
れ
辺
鈎
等
に
流
用
さ
れ
て
い
る
（
（
『
実
録
」
成
化
八
年
二
月
丙
子
）
。
即
ち
両
倉
備
蓄
が
放
出
さ
れ
る
場
合
、
糧
米
の
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流
れ
は
す
ぐ
れ
て
一
方
肉
的
で
あ
り
、
預
備
倉
・
常
平
倉
等
の
地
方
的
な
救
荒
に
特
化
し
た
備
蓄
施
設
と
は
様
相
を
異
に
す
る
。
ま
た
、

乾
隆
期
の
常
平
倉
等
の
場
合
、
年
間
二
疋
量
の
備
蓄
部
分
が
備
蓄
更
新
の
た
め
に
民
間
フ
ロ

l
へ
常
時
投
下
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

明
代
の
京
・
通
倉
に
つ
い
て
は
、
平
時
の
耀
売
事
例
は
見
ら
れ
な
い
。
両
倉
に
当
地
の
民
間
需
給
調
整
を
担
う
と
い
う
機
能
的
性
格
を
、

少
な
く
と
も
長
期
的
に
は
見
い
だ
す
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

も
し

（
初
）
「
黍
稜
萩
麦
、
皆
京
師
之
人
養
縫
日
一
タ
之
常
食
也
。
誠
子
豊
歳
増
価
懇
百
万
以
佐
東
南
之
潜
、
：
：
：
於
京
畿
穀
賎
之
時
、
出
以
与
米

兼
支
、
而
願
受
銀
銭
者
、
準
改
折
価
以
給
正
局
、
其
勢
必
争
欲
得
之
。
」
〔
王
錫
爵
（
一
五
三
四
1
一
六
一

O
）
「
永
折
漕
根
碑
記
」
（
『
天
下

郡
国
利
病
室
日
』
巻
二

O
）〕。

（
訂
）
仮
に
、
毎
年
五
一
座
の
倉
廠
を
改
修
（
『
太
倉
考
』
巻
二
之
七
・
修
倉
）
し
、
毎
座
六
八
三
両
以
上
の
改
修
費
が
必
要
だ
と
す
る
な
ら

ば
（
何
土
晋
「
工
部
廠
庫
須
知
』
巻
四
・
修
倉
廠
よ
り
算
出
）
、
備
蓄
施
設
の
維
持
だ
け
で
年
間
銀
三
万
五

0
0
0両
前
後
を
費
や
す
こ

と
に
な
る
。
保
存
過
程
で
の
損
耗
分
、
運
輸
・
保
管
要
員
へ
の
人
件
費
を
併
せ
れ
ば
全
体
と
し
て
の
費
用
は
莫
大
な
も
の
に
な
ろ
う
。

（
担
）
実
物
投
下
量
の
減
少
よ
り
も
重
要
な
の
は
む
し
ろ
、
銀
建
て
支
給
に
伴
う
消
費
需
要
増
大
（
軍
士
ら
が
糧
米
購
買
者
層
に
転
化
）
の

方
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

（
お
）
「
或
者
亦
目
、
運
米
半
折
、
京
師
米
価
益
騰
。
夫
運
糧
給
官
軍
耳
。
於
民
間
無
与
也
。
」
（
李
知
圭
〈
嘉
靖
の
戸
部
尚
書
〉
「
議
処
漕
運

以
備
京
辺
軍
儲
事
」
〈
北
京
図
書
館
蔵
『
戸
部
題
稿
』
不
分
巻
、
所
収
〉
）

（
担
）
例
え
ば
「
九
年
之
蓄
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
一
論
者
の
場
合
、
「
官
・
民
」
を
通
計
し
た
首
都
地
域
の
実
物
ス
ト
ッ
ク
の
薄
さ
が
そ

の
論
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
注
幻
所
掲
、
夏
良
勝
「
議
儲
蓄
」
。

（
お
）
「
我
朝
訴
駿
倉
廠
過
半
、
毎
年
漕
米
進
京
不
過
二
三
十
万
石
。
」
（
中
国
第
一
一
歴
史
柏
案
館
蔵
『
順
治
朝
内
閣
漢
文
題
本
』
倉
穀
類
・

一
二
六
八
｜
一
、
順
治
一
三
年
間
五
月
十
日
付
孫
廷
鐙
題
）

（
訪
）
ポ
ラ
ン
ニ

i
1
9
5
7
一
頁
七
三
。
「
再
分
配
経
済
」
の
下
、
兵
士
等
の
給
料
と
し
て
払
い
出
さ
れ
た
物
資
が
、
最
終
的
に
彼
ら
の
私

的
な
パ

l
タ
l
を
通
じ
て
流
通
に
投
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
指
す
。

（
幻
）
無
論
、
本
稿
で
重
点
的
に
述
べ
た
の
は
飽
く
ま
で
政
策
・
理
念
的
当
為
と
し
て
の
側
面
に
過
ぎ
ず
、
実
態
と
し
て
は
ま
た
別
の
像
も

描
け
な
い
か
、
と
の
問
い
も
立
て
得
ょ
う
。
確
か
に
、
例
え
ば
第
三
節
で
触
れ
た
各
種
の
中
間
搾
取
・
運
軍
の
盗
売
等
の
事
例
が
示
唆
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す
る
如
く
、
規
定
外
で
の
民
間
市
場
流
出
も
充
分
あ
り
得
た
ろ
う
が
、
性
格
上
こ
の
種
の
経
済
的
行
為
を
量
的
に
把
握
す
る
の
は
不
可

能
に
近
い
。
た
だ
目
下
の
所
、
か
か
る
当
為
｜
実
態
と
い
っ
た
二
分
法
自
体
よ
り
は
む
し
ろ
、
個
別
的
な
不
正
行
為
を
誘
発
す
る
構
造
、

処
罰
の
リ
ス
ク
を
冒
し
て
ま
で
官
有
物
資
の
商
品
化
へ
行
為
者
を
駆
り
立
て
た
状
況
、
の
方
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
物
資
横
流
し

に
よ
る
レ
ン
ト
・
シ
l
キ
ン
グ
（
売
買
利
潤
獲
得
）
は
、
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
の
拡
大
し
た
時
に
こ
そ
顕
在
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
別
に
稿
を
改
め
る
。

（
犯
）
こ
の
一
点
を
め
ぐ
り
、
ウ
ォ
ン
は
ポ
ラ
ン
ニ

l
説
の
中
国
前
近
代
史
へ
の
適
用
を
疑
問
視
す
る
［
当
日
除
者
g
m
E旨
L
8
色。

た
だ
、
明
清
期
の
場
合
、
史
料
上
の
「
軍
」
と
い
う
用
語
を
以
て
、
例
え
ば
「
国
家
権
力
の
暴
力
装
置
」
等
の
範
暗
に
直
結
さ
せ
て
よ

い
か
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。

（
却
）
受
給
者
層
の
量
的
規
模
、
軍
事
的
機
能
を
め
ぐ
る
黄
仁
宇
の
議
論
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
尼
大
な
数
に
上
る
貧
民
の
丸
抱
え
、

と
い
う
の
が
よ
り
現
実
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
軍
制
崩
壊
・
銀
違
い
浸
透
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
こ
の
状

況
も
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
。

（
補
注
）
小
稿
脱
稿
後
、
通
州
上
口
小
師
間
の
陸
運
・
水
運
を
め
ぐ
る
新
宮
山
子
の
論
考
［
新
宮
2
0
0
0
］
が
上
梓
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
通

恵
河
の
開
通
が
単
な
る
技
術
的
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
在
地
の
特
権
層
（
皇
族
・
勲
戚
等
）
の
利
害
に
よ
り
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
た
点

が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
多
数
の
陸
連
業
者
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
（
車
戸
・
経
紀
）
の
問
題
は
本
稿
の
論
旨
と
も
密
接
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
が
、
今
回
は
充
分
に
論
理
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
後
考
を
期
し
た
い
。
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(地図 1 )明代京倉配置概念図
①!日太倉 ②北新倉 ③;斉揚倉④北新倉

⑤大軍倉*⑤珪新倉②海運倉 ③新太倉 ③太平倉

⑮禄米倉

出所 侯仁之主編 T北京歴史地図集.ff (北京出版社、 1982)

pp .31-32、張爵 F京野五域坊巷翁祷集』を基に作成。意の規

模(四周)については、劉斯潔 ifÃ倉考』巻二之二・倉庫の

*大軍倉の位置に関しては r実録』正疏九年八月戊申条委照。

{地図 2 )北京一通州附近図

(参考 1 )京倉構造図
側面からみた「癒座」断面凶。なお、幅

(部関)は毎座 5 間として約 21m (!J'太

倉考』巻 2 之 7.修倉)。

出所 子 1983:p.210 ・上掲『太合考』

より作製。

コド板 単位 :m

(参考 2 )現在の京倉
2∞o 年 1 JcJ 14 日筆者撮影。写真は、現

在の北京市東城区東四十条大街南沿い

に位置する南新倉のー癒座(北面。写

真右手に癒門あり)。同会は 1984 年以

降北京市より文物保護単位に指定され、

現在は北京市百貨公可の商品倉庫とし

ても使用されている(参観・撮影の際

協力を受けた同公司に感謝したい)。


